
都筑区災害時要援護者支援事業補助金交付要綱  

 

制   定  平成 20 年６月 23 日都 筑 福 第 1 2 2 6 号 （ 区 長 決 裁 ）  

最 近 改 正  令 和 ４ 年 ５ 月 1 8 日都 筑 福 第 1 1 9 号 （ 区 長 決 裁 ）  

 

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、「 都 筑 区 地 域 福 祉 保 健 計 画 」の 基 本 理 念 と 目 標

に 基 づ き 、高 齢 者 や 障 害 者 な ど 、災 害 時 に 避 難 が 困 難 と 予 想 さ れ

る 者（ 以 下「 要 援 護 者 」と い う 。）に 対 し て 、地 域 の 自 主 的 な 支 援

活 動 を 行 う 団 体 に 、そ の 活 動 費 の 一 部 を 補 助 す る こ と に よ り 、地

域 の 要 援 護 者 を 含 め た 防 災 力 強 化 や 支 え あ い の 仕 組 み づ く り を

行 う こ と（ 以 下「 災 害 時 要 援 護 者 支 援 活 動 」と い う 。）を 目 的 と す

る 。  

２  都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 に 関 す る 補 助 金 の 交 付 に つ い

て は 、横 浜 市 補 助 金 等 の 交 付 に 関 す る 規 則（ 平 成 17 年 11 月 横 浜

市 規 則 第 139 号 。以 下「 補 助 金 規 則 」と い う 。）に 定 め る も の の ほ

か 、 こ の 要 綱 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

（ 補 助 対 象 ）  

第 ２ 条  補 助 対 象 は 、都 筑 区 内 の 地 区 連 合 町 内 会 自 治 会 の う ち 、災

害 時 要 援 護 者 支 援 活 動 に 取 組 む 団 体 と す る 。  

  

（ 交 付 方 法 ）  

第 ３ 条  こ の 要 綱 に 基 づ く 補 助 金 は 、予 算 の 範 囲 内 で 交 付 す る も の

と す る 。  

 

（ 交 付 基 準 ）  

第 ４ 条  第 ２ 条 に 掲 げ た 団 体 に 対 す る 補 助 金 は 、当 該 団 体 が ４ 月 １

日 か ら 翌 年 ３ 月 3 1 日 ま で の 間 に 行 う 活 動 を 対 象 と し 、 交 付 基 準

は 、 別 表 の と お り と す る 。  

２  補 助 金 の 交 付 は 、同 一 の 団 体 に １ 会 計 年 度 あ た り １ 回 を 限 度 と

す る 。  

 

（ 交 付 申 請 ）  

第 ５ 条  補 助 金 規 則 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 市 長 が 定 め る 補 助

金 交 付 申 請 書 の 提 出 期 日 は 、原 則 、 毎 年 ５ 月 の 末 日 と す る 。た だ

し 、都 筑 区 長（ 以 下「 区 長 」と い う 。）が 必 要 と 認 め る 場 合 に は 提

出 期 日 を 延 長 す る こ と が で き る 。  



２  補 助 金 規 則 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 を 受 け よ

う と す る 団 体 が 提 出 す る 書 類 は 、都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業

補 助 金 交 付 申 請 書 （ 第 １ 号 様 式 。 以 下「 補 助 金 交 付 申 請 書 」と い

う 。） を 用 い な け れ ば な ら な い 。  

３  補 助 金 規 則 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 必 要 と さ れ る 補 助 金 交

付 申 請 書 へ の 添 付 書 類 は 、 次 の 各 号 に 関 す る 書 類 と す る 。  

(1) 都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 計 画 書 （ 第 ２ 号 様 式 ）  

(2) 都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 収 支 予 算 書 （ 第 ３ 号 様 式 ）  

(3) 申 請 団 体 の 規 約 、 定 款 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 書 類  

(4) 申 請 団 体 の 収 支 予 算 に 関 す る 書 類  

 

 （ 交 付 決 定 ）  

第 ６ 条  区 長 は 、前 条 の 規 定 に 基 づ く 交 付 申 請 が あ っ た 場 合 は 、そ

の 内 容 の 審 査 を 速 や か に 行 い 、補 助 金 の 交 付 又 は 不 交 付 を 決 定 す

る も の と す る 。  

 

（ 交 付 決 定 通 知 ）  

第 ７ 条  補 助 金 規 則 第 ８ 条 の 規 定 に よ る 補 助 金 交 付 決 定 通 知 は 、都

筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 補 助 金 交 付 決 定 通 知 書（ 第 ４ 号 様 式 ）

に よ り 行 う も の と す る 。  

２  補 助 金 規 則 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 補 助 金 を 交 付 し な い 旨

の 決 定 通 知 は 、都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 補 助 金 不 交 付 決 定

通 知 書 （ 第 ５ 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

  

（ 申 請 の 取 下 げ の 期 日 ）  

第 ８ 条  補 助 金 規 則 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 市 長 が 定 め る 補 助

金 交 付 申 請 の 取 下 げ の 期 日 は 、申 請 団 体 が 決 定 通 知 の 交 付 を 受 け

て か ら 20 日 後 の 日 と す る 。  

 

（ 補 助 金 交 付 の 請 求 ）  

第 ９ 条  補 助 金 規 則 第 18 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 補 助 金 の 交 付 の 請

求 は 、都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 補 助 金 交 付 請 求 書（ 第 ６ 号

様 式 ） に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 補 助 金 交 付 時 期 の 例 外 ）  

第 10 条  補 助 金 規 則 第 17 条 の 規 定 に よ り 市 長 が 補 助 事 業 の 完 了 前

に 補 助 金 の 全 部 又 は 一 部 を 交 付 す る こ と が で き る 場 合 は 、団 体 の

資 金 状 況 を 勘 案 し 、補 助 事 業 の 完 了 前 に 補 助 金 を 交 付 し な け れ ば 、



補 助 事 業 を 実 施 で き な い 場 合 と す る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 補 助 金 を 交 付 す る 場 合 は 、 前 金 払 い と す る 。 

 

 

 （ 実 績 報 告 ）  

第 11 条  補 助 金 規 則 第 14 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 補 助 金 の 交 付 を 受

け た 団 体 が 区 長 へ の 報 告 に 用 い る 書 類 は 、都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者

支 援 事 業 実 績 報 告 書 （ 第 ７ 号 様 式 。 以 下 「 事 業 実 績 報 告 書 」と い

う 。） を 用 い な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 実 績 報 告 書 に は 、次 の 各 号 に 定 め る 書 類 を 添 付 し な け れ ば

な ら な い 。  

 (1) 都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 収 支 決 算 書 （ 第 ８ 号 様 式 ）  

 (2) 支 出 に 関 す る 領 収 書 及 び 経 費 支 出 を 証 す る 書 類 又 は そ の 写

し 。た だ し 、１ 件 の 金 額 が 100, 000 円 未 満 の も の に 係 る 領 収 書

は 、 そ の 提 出 を 省 略 す る こ と が で き る 。  

 (3) そ の 他 区 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

 

（ 補 助 金 額 の 確 定 通 知 ）  

第 12 条  補 助 金 規 則 第 15 条 の 規 定 に よ る 補 助 金 額 確 定 の 通 知 は 、

都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 補 助 金 額 確 定 通 知 書（ 第 ９ 号 様 式 ）

に よ り 行 う も の と す る 。  

 

（ 補 助 金 額 の 返 還 ）  

第 13 条  補 助 金 規 則 第 20 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 補 助 金 の 返 還 の 請

求 は 、都 筑 区 災 害 時 要 援 護 者 支 援 事 業 補 助 金 返 還 請 求 書（ 第 10 号

様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

 

（ 関 係 書 類 の 保 存 期 間 ）  

第 14 条  補 助 金 規 則 第 26 条 の 規 定 に よ り 市 長 が 定 め る 関 係 書 類 の

保 存 期 間 は 、 ５ 年 と す る 。  

 

（ 書 類 の 閲 覧 ）  

第 15 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け た 団 体 及 び 区 長 は 、 横 浜 市 市 民 協 働

条 例 第 ７ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 個 人 情 報 に 該 当 す る 部 分 を 除 い て 、

次 に 定 め る 書 類 又 は そ の 写 し を 一 般 の 閲 覧 に 供 し な け れ ば な ら

な い 。  

 

 



 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 団 体  区 長  

閲 覧  

場 所  

補 助 金 の 交 付 を 受 け た 団 体

の 事 務 所 又 は 指 定 す る 場 所  
都 筑 区 役 所 福 祉 保 健 課  

閲 覧  

時 間  

補 助 金 の 交 付 を 受 け た 団 体

が 指 定 す る 時 間  

月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 午

前 ８ 時 45 分 か ら 午 後 ５ 時 00

分 ま で 。 た だ し 、 横 浜 市 の 休

日 を 定 め る 条 例（ 平 成 ３ 年 12

月 横 浜 市 条 例 第 54 号 ）で 規 定

す る 休 日 を 除 く 。  

閲 覧  

期 間  

第 ５ 条 第 ２ 項 、 第 ３ 項 に 規 定 す る 書 類 及 び 交 付 決 定 通 知 書

に あ っ て は 補 助 金 の 交 付 を 受 け た 日 か ら 、第 11 条 第 １ 項 及 び

第 ２ 項 に 規 定 す る 書 類 に あ っ て は 当 該 書 類 を 区 長 に 提 出 し た

日 か ら そ れ ぞ れ ２ 年 間 と す る 。  

 

２  閲 覧 の 申 出 は 、閲 覧 に 供 す る も の に 閲 覧 票（ 第 11 号 様 式 ）を 提

出 す る こ と に よ り 行 う 。  

 

（ 委 任 ）  

第 16 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、こ の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 区 長 が 定 め る も の と す る 。  

 

 

附   則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 20 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

（ 施 行 期 日 ）  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 21 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

  こ の 要 綱 は 、 平 成 24 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

 こ の 要 綱 は 、 平 成 25 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 26 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  



（ 経 過 措 置 ）  

２  第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に つ い て は 、 平 成 24 年 度 以 降 に 新 規 に 申

請 を 行 っ た 団 体 及 び 平 成 25 年 度 末 時 点 で 未 申 請 の 団 体 の み 、 平 成

26 年 度 に 限 り 、 改 正 前 の 金 額 を 上 限 と す る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は 、 平 成 28 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 の 施 行 の 際 、現 に こ の 要 綱 に よ る 改 正 前 の 規 定 に よ り

作 成 さ れ て い る 様 式 書 類 は 、な お 当 分 の 間 、適 宜 修 正 の う え 使 用 す

る こ と が で き る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

 こ の 要 綱 は 、 決 裁 完 了 日 か ら 施 行 す る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

（ 施 行 期 日 ）  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ４ 年 ５ 月 18 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 別 表 ）  

交 付 基 準 （ 第 ４ 条 関 係 ）  

 

補 助 対 象  補 助 対 象 経 費  「 災 害 時 要 援 護 者 情

報 の 提 供 に 関 す る 協

定 」に 基 づ く 都 筑 区 か

ら の 要 援 護 者 情 報 の

提 供  

補 助 限 度 額  

都 筑 区 内

の 地 区 連

合 町 内 会

自 治 会 の

う ち 、災 害

時 要 援 護

者 支 援 活

動 に 取 組

む 団 体  

(1)要 援 護 者 の

把 握 活 動 に 関 す

る 経 費  

(2)要 援 護 者 の

訪 問 活 動 に 必 要

な 経 費  

(3)要 援 護 者 の

安 否 確 認 や 避 難

誘 導 を 目 的 と し

た 訓 練 等 に 関 す

る 経 費  

(4)広 報 な ど の

事 業 実 施 に 関 す

る 経 費  

(5) そ の 他 区 長

が 特 に 必 要 と 認

め た 経 費  

 

あ り（ 情 報 共 有 方 式 に

よ る 要 援 護 者 名 簿 の

提 供 ）  

15 万 円  

あ り（ 同 意 方 式 に よ る

要 援 護 者 名 簿 の 提 供 ） 

 

10 万 円  

な し  ７ 万 円  

 

 



（第１号様式）  

 

  年   月   日  

 

 

都筑区長  

 

 

             申請者  住  所  

団体名  

                 会  長             

         （問い合わせ先）担当者  

                 電  話  

 

 

都筑区災害時要援護者支援事業補助金交付申請書  

 

 

 都筑区災害時要援護者支援事業補助金の交付を受けたいので、関係書

類を添えて次のとおり申請します。  

 

 

１  交付申請額  

  ￥            

 

 

２  添付書類  

(1) 都筑区災害時要援護者支援事業計画書（第２号様式）  

(2) 都筑区災害時要援護者支援事業収支予算書（第３号様式）  

(3) 団体の規約、定款その他これらに類する書類  

(4) 団体の収支予算に関する書類  

 
 

※ この書類及び添付書類は、補助金の交付が決定した場合、横浜市市民

協働条例第７条の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりませ

ん。  



（第２号様式）  

 

都筑区災害時要援護者支援事業計画書  

１  

事業の  

ねらい・目標  

 

２  

今年度の  

活動内容  

 

□  要援護者の把握に関する活動  

□  要援護者の訪問に関する活動  

□  要援護者の安否確認や避難誘導訓練等に関する

活動  

□  要援護者支援事業の広報などの事業実施に関す

る事務  

※当てはまる活動にチェックしてください。  

３  

今年度の活動の  

日程・内容の詳

細  

 

４  

備    考  

 

※ その他、活動内容がわかる資料などがあれば添付してください。  



（第３号様式）  

 

都筑区災害時要援護者支援事業収支予算書  
 

      収入合計  ￥            

 

      支出合計  ￥            

 

１  収入の部  

項   目  金   額  

・市補助金  

・  

・  

円  

円  

円  

  合   計  円  

 

２  支出の部  

項   目  説明  金   額  

要 援 護 者 の 把

握 に 関 す る 経

費  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

要 援 護 者 の 訪

問 に 関 す る 経

費  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

要 援 護 者 の 安

否 確 認 や 避 難

誘 導 訓 練 等 に

関する経費  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

要 援 護 者 支 援

事 業 の 広 報 な

ど の 事 業 実 施

に関する経費  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

その他  

（自主事業）  
・  

円  

合計  円  

※それぞれの説明の項目に具体的な内容を記入してください。  



（第４号様式）  

 

都 筑 福 第    号 

  年   月   日 

 

            様 

 

都筑区長         印 

 

都筑区災害時要援護者支援事業補助金交付決定通知書  
 

 

 先に申請がありました都筑区災害時要援護者支援事業について、次のとおり補

助金交付を決定しましたので通知します。 

 

団 体 名   

交 付 額  円  

備 考   

 

留意事項 

 
１ この補助金は、都筑区災害時要援護者支援事業のために使用し、他の事業に流用しな

いでください。 

２ 事業終了後、すみやかに都筑区災害時要援護者支援事業実績報告書を提出してくださ

い。 

３ 事業完了前においても、必要に応じて報告を求め、又は調査できるものとします。 

４ 都筑区災害時要援護者支援事業補助金交付要綱及びその他法令に違反したときは、こ

の補助金の全部又は一部の返還を求めることがあります。 

５ この補助金の精算後、余剰が生じた場合は、当該余剰金を返還してください。 

６ この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起

算して３か月以内に、横浜市長に対して審査請求をすることができます。 

７ この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の

翌日から起算して６か月以内に、横浜市を被告として（訴訟において横浜市を代表す

る者は横浜市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。 

なお、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に

対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起すること

ができます。 

８ ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請求をした場合には、その審査

請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審査請求

をすることや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。 

なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分（審査請求をした場合には、

その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した後で

あっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場

合があります。 

 



（第５号様式）  

都 筑 福 第    号 

  年   月   日 

 

 

            様 

 

 

                  都筑区長         印 

 

 

都筑区災害時要援護者支援事業補助金不交付決定通知書  
 

 

 先に申請がありました都筑区災害時要援護者支援事業について、次の理由で交

付しないことを決定しましたので通知します。 

 

団 体 名  

（不交付の理由） 

 

留意事項 

 

１ この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌

日から起算して３か月以内に、横浜市長に対して審査請求をすることができ

ます。 

２ この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを

知った日の翌日から起算して６か月以内に、横浜市を被告として（訴訟にお

いて横浜市を代表する者は横浜市長となります。）、処分の取消しの訴えを

提起することができます。 

なお、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査

請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に

提起することができます。 

３ ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請求をした場合には、

その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した

場合は、審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することができな

くなります。 

なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分（審査請求をした場

合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を

経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起する

ことが認められる場合があります。 



（第６号様式）  

                                              年  月  日 

 

都筑区長 

 

             申請者  住  所  

団体名  

                 会  長             

         （問い合わせ先）担当者  

                 電  話  

 

 

都筑区災害時要援護者支援事業補助金交付請求書  
 

   年   月   日都筑福第     号により決定通知のありました

都筑区災害時要援護者支援事業補助金を次のとおり請求します。  

 

請求額           円 
 

上記請求に係る補助金は、下記の口座に振込みをしてください。 

金融機関名  支店 

種 別 普 通 ・ 当 座 口座番号        

口

座

名

義 

フリガナ  

氏 名  

※振込先が代表者以外の口座の場合は、下記の委任状欄も記入してくだ

さい。  

               委任状                

委任者   住  所                          

     氏  名                        印  

 

私は下記の者を代理人と定め受領の権限を委任します。  

 

受任者   住  所                          

     氏  名                        印  



（第７号様式）  

 

                                              年  月  日 

 

 

都筑区長 

 

             申請者  住  所  

団体名  

                 会  長             

         （問い合わせ先）担当者  

                 電  話  

 

 

都筑区災害時要援護者支援事業実績報告書  
 

 

年  月  日都筑福第    号で交付決定の通知を受けた、都筑区

災害時要援護者支援事業補助金の対象事業の実績について、関係書類を添え

て次のとおり報告します。 

事業名（名称） 実施年月日 参加者数 主な内容等 

        



（第８号様式）  

 

都筑区災害時要援護者支援事業収支決算書  
 

      収入合計  ￥            

 

      支出合計  ￥            

 

１  収入の部  

項   目  金  額  

・市補助金  

・  

・  

円  

円  

円  

  合   計  円  

 

２  支出の部  

項   目  説明  金   額  

要 援 護 者 の 把

握 に 関 す る 経

費  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

要 援 護 者 の 訪

問 に 関 す る 経

費  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

要 援 護 者 の 安

否 確 認 や 避 難

誘 導 訓 練 等 に

関する経費  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

要 援 護 者 支 援

事 業 の 広 報 な

ど の 事 業 実 施

に関する経費  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

円  

円  

円  

円  

円  

円  

その他  

（自主事業）  
・  

円  

合計  円  

※１件の支出が 10 万円以上の場合は、支出に関する領収書及び経費支

出を証する書類又はその写しを添付してください。  



（第 9 号様式）  

 

都 筑 福 第    号 

  年   月   日 

 

 

            様 

 

 

都筑区長         印 

 

 

都筑区災害時要援護者支援事業補助金額確定通知書  
 

 

 先に実績報告がありました都筑区災害時要援護者支援事業について、交付額を

確定しましたので通知します。 

 

 

団 体 名   

確 定 額  円  

備 考   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（第 10 号様式）  

 

都 筑 福 第    号 

  年   月   日 

 

 

            様 

 

 

                  都筑区長         印 

 

 

都筑区災害時要援護者支援事業補助金返還請求書  
 

 

   年   月   日都筑福第     号により交付しました都筑区災

害時要援護者支援事業補助金について、要綱第 13 条の規定により返還

を請求します。  

 

 

１  補助金返還請求額  

 

               円  

 

 

２  返還請求の理由  

 

 

 

 

３  返還期限  

  同封の納付書で、     年   月   日までに納付してください。  

 



（第 11 号様式）  

 

年    月    日  

 

 

都筑区長  

 

 

閲覧者  住所  

 

             氏名  

 

 

閲  覧  票  
 

 

事 業 の 名 称  都筑区災害時要援護者支援事業  

閲覧しようとする書類

を作成した団体名 
  

閲 覧 年 月 日            年       月        日 

※受付処理欄  

 

※印のある欄は、記載しないでください。  
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